
■参加した動機

・東南アジア・カンボジアの医療体制は、日本と比較してベッド数、医療職数、

医療物資等全てが不足し、とても脆弱です。最小限の資源とコストで、最大の

価値を生むカンボジアの人々に最適な医療機器開発に向けて、バイオデザイン

手法を通じてアプローチしたいと、希望していたこと

・将来東京都において医療機器ベンチャー勤務や起業を目指していたこと。

・バイオデザインを教育課程に組み込む可能性を、体験的に検討したかったこと

イノベーティブな医療機器開発を実現する考え方・手法を、バイオデザインを

通じて体験、修得することを希望する方に、自信をもって本プログラムの受講を

お薦め致します。
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